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主催機関・団体は、相互間はもとより関係機関・団体等との連携を密にしつつ、以下、

各組織の特性を生かした取組を実施する。 

 

 

１．関係機関等への協力要請 

各運輸支局は、各県警察本部及び関係地方出先機関等に支援を依頼する。 

 

２． 自動車の点検・整備を推進するための広報啓発活動 

 (1) イベント等の実施 

  ① 各県の本運動にかかる推進協議会（以下、「協議会」とする。）及び関係団体が

開催するイベントが円滑に実施されるようバックアップする。 

    ② 関係団体の協力を得ながら、イベント来場者を対象に、本運動の関心及び点検・

整備の必要性や重要性の認識についてのアンケート調査（本省実施細目：別添２－

１、２－２に従って実施）を行う。 

 (2) 総合的な広報・啓発活動の実施 

  ① 本省で作成されたポスターを窓口など来訪者の目に付きやすい場所へ掲示すると

ともに、チラシ等についても窓口などへ備え置く又は配布する。なお、一般の自家

用自動車の使用者を対象としたポスター・チラシ等については、イベント等に参加

した１０代から３０代の若者世代へ積極的に展開するよう努める。 

  ② 各地方公共団体で発行する広報紙や自治会回覧紙に掲載を依頼するなどして、よ

り広く使用者に確実な点検・整備の実施を呼びかけるよう努める。 

  ③ 令和３年１０月に追加した点検項目「車載式故障診断装置の診断の結果」や大型

車の車輪脱落事故、車両火災事故防止対策について、チラシを窓口などへ備え置く

又は配付するなどして、使用者に対し確実な点検・整備の実施を啓発する。 

  ④ 庁舎の館内放送、イントラネット等によって、所属職員（可能であれば来庁者も

含む。）にマイカーの確実な点検・整備の実施を啓発する。 

  ⑤ 協議会及び関係団体による啓発活動が円滑に実施されるようバックアップする。 

 (3) 講習等の実施 

    協議会及び関係団体が実施する点検・整備に関する実技講習や無料点検に協力す

る。 

 (4) 整備不良等に起因する事故防止の啓発 

    協議会及び関係団体の協力を得ながら、整備不良等に起因する大型車の車輪脱落

別添



 

事故や車両火災事故等を防止するため、整備管理者研修、運行管理者講習、自動車

検査員研修、整備主任者研修等の機会を活用して、受講者に対し本運動の目的、実

施事項等について周知するとともに点検・整備の必要性や重要性の啓発に努める。   

この場合において、本省実施細目：別添３の資料や関係団体の製作ツール等を活用

し、点検・整備の確実な実施による事故防止について周知を行う。 

    また、自家用自動車の整備管理者に対し、関係団体等が主催する講習会等への自

主的な参加を促すよう努めるとともに、運送事業者が選任する整備管理者に対して

は、輸送の安全の確保が最大の使命であることを改めて確認するとともに、「事業

用自動車総合安全プラン２０３０」を踏まえつつ、貨物自動車運送事業者の場合は

「大型車の車輪脱落事故防止に係る令和７年度緊急対策」（以下「車輪脱落事故防

止緊急対策」という。）に基づく適切なタイヤ交換作業について、バス事業者の場

合は「バス火災防止のための点検整備のポイント」や「貸切バス予防整備ガイドラ

イン」に基づく整備管理方法について、整備管理者研修において教示する。 

 (5) 出前講座等の実施 

       協議会及び関係団体の協力を得ながら、自動車整備士養成施設等に赴き、本省実

施細目：別添３の資料等を活用し、点検・整備の実施方法、点検・整備を怠った場

合の不具合事例、事故事例及び経済的負担事例等を交えながら、点検・整備の必要

性や重要性を説明する出前講座を行うよう努める。 

    また、自動車教習所や運転免許センターに対して、ポスターの掲示等の要請のほ

か、その機関に指導教員として所属する職員へ、学科教本の中に記載されている点

検・整備の必要性や重要性と実施方法を特に協力に指導してほしい旨を伝えるなど、

積極的な働きかけを行うよう努める。 

 

３．使用者に対する調査・指導等 

 (1) ハガキ等による点検整備実施状況の調査・指導等 

    ① 前検査でユーザー車検を受けようとする使用者に対し、検査受付時に定期点検整

備を確実に実施するよう指導等を行う。なお、事業用自動車及び自家用大型貨物自

動車の使用者に対しては、事前の周知を行った上で中間の点検（３ヶ月定期点検等）

の実施状況についても確認し指導等を行う。（本省実施細目：別添４に従って実施） 

② 不正改造車・迷惑黒煙情報提供窓口に寄せられた情報を基に、該当する車両の使

用者に対しハガキを送付して自主点検を促すとともに、点検・整備の必要性や重要

性を啓発する。 

  ③ 確実な定期点検整備の励行を促進するため、継続検査時の点検整備実施状況につ

いて、自動車検査証備考欄への記録や検査標章裏面への記載により、使用者へ周知

する。 

 (2) 街頭検査等での啓発・指導 

     ① 協議会及び関係団体の協力を得ながら、街頭検査を活用してチラシ等の配布を

行い、点検・整備の必要性や重要性の啓発を行うとともに、点検整備済ステッカー

や自動車検査証備考欄及び検査標章裏面の点検実施状況の情報を活用し、定期点検

整備未実施の使用者等に対して、定期点検整備の確実な実施を指導する。なお、期



 

日の過ぎた点検整備済ステッカーは保安基準不適合となる可能性があるため、剥が

すよう指示する。 

    特に、東北運輸局管内では大型車の車輪脱落事故が多いことから、冬用タイヤの

交換時期をとらえて街頭検査等を通じて、タイヤ交換後の増し締め、日常点検の確

実な実施等の啓発を行うとともに、運転者の理解を得て、ホイール・ナットの締め

付け状態の確認を行うなど実行性のある活動に努める。 

  ② 運送事業者に対して、車輪脱落事故防止緊急対策２．（２）③に基づく事故防止

対策の徹底を図るための周知・指導を計画的に実施する。 

  ③ 協議会及び関係団体と効果の得られる地域や点検内容等を協議し、次の事項を重

点的に実施するよう関係事業者へ要請する。 

    ・運送事業者の事業用自動車を対象とし、黒煙濃度の悪化に大きな影響を与える

装置（例：エア・クリーナ・エレメント、燃料フィルタ、燃料ポンプ、DPF等）

の点検・整備を実施する。 

    ・特定整備事業場に入庫した一般整備車両を対象とし、使用者の理解を得て実施

する黒煙濃度の測定及び黒煙濃度の悪化に大きな影響を与える装置（例：エア・

クリーナ・エレメント等）の点検・整備を実施する。 

 

４．東北運輸局独自の実施事項等 

(1) 東北運輸局独自の重点項目 

令和８年度「自動点検整備推進運動」実施要領（以下、「実施要領」とする。）

中、第４ 重点項目２．は、本実施細目３．（２）の「大型車の車輪脱落事故に係る

予防啓発及び指導」とする。 

 (2)東北運輸局の地方独自強化月間 

実施要領中、第３ 実施期間に基づき、東北運輸局の地方独自強化月間を１０月

とする。 

なお、「大型車の車輪脱落事故に係る予防啓発及び指導」については、通年にお

いて重点的に取り組むものとする。 

 

 

 

 

                     以上 


